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【企画意図】 

従来からのホームオーディオリスニング用途に加えてDVD関連機器や薄型TVの普及に伴い、ご家庭

で臨場感ある映画や音楽を楽しむ機会が増えております。ホーム AV を楽しむユーザーの中には「より高

音質でありながら迫力のある重低音を聞きたい、周囲へ気兼ねなく快適に楽しみたい」というニーズが高

まり、ホーム用のヘッドホンにおいて、高音質、臨場感あふれる迫力のサウンド再生、長時間のリスニン

グを快適に楽しめる仕様であることがヘッドホンの選択における重要な要素となっております。 

 

東北パイオニア株式会社（本社 山形県天童市 代表取締役社長 塩野 俊司）は、これまで培ってき

た音響技術を投入し、ホーム用ヘッドホンでご好評頂いている「SE-M380」、「SE-M280」の更なる音質の

向上と、快適な装着性を追求した、ホームユースの密閉型ダイナミックステレオヘッドホン「SE-M390」と

「SE-M290」の２モデルを、10 月中旬に発売いたします。 

音楽や映画を高音質＆迫力サウンド再生！ 

本格的な AV リスニングと快適な装着性を追求した「SE-M390」＆「SE-M290」 新登場～ 

型番          発売日         企画台数         希望小売価格 

「SE-M 390」  10 月中旬        2,000 台/月  3,800 円 

「SE-M 290」      10 月中旬        5,000 台/月  2,500 円 



【SE-M390 ・ SE-M290 主な特長】 

★ 新「Powerful Bass Duct」搭載で、DVD 鑑賞や TV 番組視聴をより迫力のある重低音で再生 

管楽器の発音原理を応用し、ドライバーユニットの背面抵抗をダクトで安定化することで、 

より迫力ある重低音再生を実現しました。 

★ 大口径 40ｍｍの高性能ユニット搭載で、映画や音楽を臨場感豊かに再生  

★ 長さ調節が不要のフリーアジャストヘッドバンド方式の採用によりスムーズな装着が可能。 

★ 幅広のヘッドバンドクッションを採用することにより、装着安定性を実現 

★ 長時間のリスニングでも快適な装着感の、耳にソフトなベロア調イヤーパッド採用 

★ AV 機器との接続に便利な、φ6.3mm3P ミニプラグ付属 

★ 自分のスタイルに合わせたリスニングが楽しめる、片耳反転機構採用。 

＜SE-M 390 高性能＆大口径ユニット搭載＞ 

・ 新開発 40 mm 強磁力希土類マグネット搭載＆CCAW ボイスコイル採用により、キレがよく伸びの

ある広帯域再生を実現しています。 

＜SE-M 290 大口径ユニット搭載＞ 

・ 大口径 40 mm ユニットを搭載し、迫力のサウンドを実現しています。 

    ＜SE-M390 イヤーパッド＞ 

・ 荷重が加わると緩やかに沈み、静かに復元する、低反発ウレタンを採用。 

耳周りに優しくフィットさせることで、快適な装着感を実現しています。 

・ 耳触りのいいベロア調イヤーパッド採用 

    ＜SE-M290 イヤーパッド＞ 

・ 耳触りのいいベロア調イヤーパッド採用 

 

【主な仕様】 

<SE-M390>

形式 密閉型ダイナミック 再生周波数帯域 5 Hz～29 000 Hz

出力音圧レベル 105 ｄB インピーダンス 32 Ω

接続コード 3.5 ｍ 質量 215 ｇ（コード含まず）

最大入力 1500　mW(JEITA) 付属品 1.5 m延長コード

プラグ φ3.5 ｍｍ 3Pミニプラグ φ6.3 mm 3Pプラグアダプター

使用ユニット φ40 mm

<SE-M290>

形式 密閉型ダイナミック 再生周波数帯域 5 Hz～25 000 Hz

出力音圧レベル 102 ｄB インピーダンス 32 Ω

接続コード 3.5 ｍ 質量 225 ｇ（コード含まず）

最大入力 1200　mW(JEITA) 付属品 φ6.3mm 3Pプラグアダプター

プラグ φ3.5 ｍｍ 3Pミニプラグ

使用ユニット φ40 mm

 



 

製品情報に関しては、パイオニアホームページ、AV アクセサリーページにも掲載しております。 

http://pioneer.jp/topec/product/accessory/aud_head/index.html 

 

 

 

 

 

 

＜この件に関するお問い合わせ＞ 

■ 一般のお客様                                 

パイオニアカスタマーサポートセンター TEL：0070-800-8181-22（フリーフォン）

■ 報道関係の方                                

東北パイオニア株式会社 広報室 TEL：023-654-9198 FAX：023-654-9526 
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